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　６月定例議会では、個人番号の利用等に関する条例の一部改正など 23 件の議案を可決・同意・棄却し
ました。また、市長から４件の報告を受けました。
　一般質問では３日間で 16 名が登壇し、辺地に係る総合整備計画の変更などについて活発な議論が交わ
されました。

　２度にわたって開催された５月臨時議会では、４議案を審議し、市長から２件の報告を受けました。また、
議長・副議長の選挙や各常任委員会委員、議会運営委員会委員の選任なども行われました。

議　　案　　名
令和６年度延岡市一般会計補正予算　ほか１件
延岡市個人番号の利用等に関する条例の一部改正
延岡市中小企業高度化促進条例の一部改正
延岡市職業訓練支援センター条例の一部改正
延岡市国民健康保険税条例の一部改正
延岡市手数料条例の一部改正
延岡市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条
例等の一部改正
延岡市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
延岡市包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部改正
延岡市北方運動公園条例の一部改正
松瀬辺地に係る総合整備計画の変更　ほか２件（下塚辺地、二股辺地）
財産の取得（小型動力ポンプ付水槽車の購入）
財産の取得（小型動力ポンプ付積載車の購入）
町の区域の変更
市道の路線廃止（１路線）
市道の路線認定（５路線）
宮崎県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議
固定資産評価審査委員会委員の選任（甲斐 達也 氏）
審査請求に係る諮問（下水道使用料納入に関する処分の取消請求事件）
農業委員会委員の選任（片伯部 隆 氏）

結　果
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案同意
請求棄却
原案同意

令和５年度延岡市繰越明許費繰越計算書の報告
令和５年度延岡市事故繰越し繰越計算書の報告
令和５年度延岡市水道事業会計予算繰越計算書の報告
令和５年度延岡市下水道事業会計予算繰越計算書の報告

専決処分の報告（負傷事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）
専決処分の報告（負傷事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）

結　果
承　　認
原案同意
原案同意
原案可決

報告案件

報告案件

議　　案　　名

５/７
専決処分の承認（延岡市税条例の一部を改正する条例の制定）
公平委員会委員の選任（津田 洋行 氏）
監査委員の選任（甲斐 行雄 氏）

５/29 令和６年度延岡市一般会計補正予算

６月定例議会で決まったこと（６/14〜７/８）

５月臨時議会で決まったこと（５/７、５/29）
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概
要

【改正内容】
　令和３年度「松瀬」辺地総合整備計画の議決証明書偽造案件についての調査の結果、延べ10の
計画の議決証明書が偽造されていたことが判明するとともに、その内、松瀬、下塚、二股の３つ
の辺地の総合計画について、市議会が議決した計画と県を経由して総務省に提出した計画との間
で齟

そ
齬
ご
が生じている状況であることから、県との事前協議結果を反映した内容にするため、計画

の変更を行うもの。

主
な
質
疑
・
応
答

問　令和４年９月に提案された偽造分として報告のなかった９つの辺地計画の変更について、県
の同意が得られたのが、令和４年９月15日で、議案として提案されたのが８月26日である。
県との協議が整う前に提案されたということは、不適切な事務処理だが、このことを偽造の
あった計画とともに公表しなかった理由は何か。

　答　議案を先に提出し、結果的に県の同意が得られたことから、偽造に至らなかったものと思って
いるが、今回の資料は 10件の偽造の件を分かりやすくするために、作成したものである。

　
問　旧来から行っていた業務とはいえ、「延岡合衆国づくり」の名のもとに、以前と比べて 1年
度当たりで考えると、10倍近くとなる中、1人の担当者が担っていたのは適切な業務量な
のか。

　答　辺地対策業務が、指摘の通り以前から増えたということは事実である。そういう中で、その
業務量が適正かどうかについては答えるのが難しい。職員それぞれの能力もあり、他の業務
もあり、時期的に輻

ふく
輳
そう
することもある。業務量が増えれば、やはりミスの可能性やミスも出

てくるとは思うが、業務過多になっているかどうかについては業務の状況等を細かく見ない
と分からない部分もある。

概
要

【改正内容】
　岡富古川土地区画整理事業において、道路や水路等のつけかえや新設が行われたことに伴い、
事業区域内にある岡富町と古川町の町界が不明瞭となっていることから、適当な町界へ変更する
もの。

主
な
質
疑
・
応
答

問　自治区や区長が変更になるところも出てくるのか。
　答　自治区の変更はあると思うが、どの自治区に入るのかは、各自住民の判断で、区長と協議を

して決めていくことになる。

概
要

【契約内容】
　マイナンバーカードの普及促進や庁舎内窓口の混雑緩和などを目的として、当分の間、10円
に引き下げることとしていたコンビニエンスストア等での多機能端末機での証明書等の交付手数
料について、一定の成果が見られたことから、その引き下げ期間を終了するための改正を行うもの。

主
な
質
疑
・
応
答

問　条例の施行期日である令和７年１月１日以降も証明書等のコンビニ交付は継続されるとの認識
でよいか。

　答　コンビニ交付は１月以降も継続し、これまでと同じ種類の証明書等を交付する。

総務政策委員会 辺地に係る総合整備計画の変更（松瀬・下塚・二股辺地）

産業建設委員会 町の区域の変更

厚生教育委員会 延岡市手数料条例の一部改正

６月定例議会の主な議案の委員会審査報告
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市政を問う! 6月25日質問議員16名が一般質問

ま
ち
な
か
循
環
バ
ス

【
問
】イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
サ
ー

ト
は
日
曜
日
や
祝
日
に
行
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
日
曜
日

や
祝
日
の
運
行
は
で
き
な
い

か
。

【答
】大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
の

際
に
は
、
主
催
者
か
ら
あ
ら

か
じ
め
要
望
が
あ
れ
ば
、
宮

崎
交
通
と
協
議
の
上
、
臨
時

便
を
運
行
し
て
い
る
。当
面
、

日
曜
日
や
祝
日
に
お
い
て

は
、
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
臨
時

便
で
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー（
２
）

【
問
】古
く
な
っ
た
ピ
ア
ノ
の

更
新
や
入
れ
替
え
は
で
き
な

い
か
。

【答
】地
域
住
民
や
利
用
団
体

か
ら
の
寄
贈
や
廃
校
と
な
っ

た
小
学
校
等
で
使
わ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
る
。
費
用
の
問

題
も
あ
り
、
利
用
団
体
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

職
員
の
不
祥
事
事
務
処
理

延
岡
南
道
路

【
問
】料
金
引
き
下
げ
の
財
源
に

関
し
、
延
岡
南
道
路
の
営
業
収

支
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

【答
】日
本
高
速
道
路
保
有
・

債
務
返
済
機
構
の
資
料
で

は
、
令
和
４
年
度
の
料
金
収

入
は
、
約
８
億
９
千
万
円
、

管
理
費
は
約
２
億
１
千
万

円
、
営
業
収
支
差
は
約

６
億
７
千
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
料
金
引
下
げ
の
検
討
に

あ
た
り
勘
案
し
て
ほ
し
い
と

考
え
る
。

祖
母
・
傾
・
大
崩
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク

【
問
】鹿
川
渓
谷
の
天
然
滑
り

台
を
観
光
資
源
と
し
て
再
開

で
き
な
い
か
。

【答
】イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ—

の

管
理
の
も
と
、
安
全
装
具
を
着

用
す
れ
ば
、
渓
谷
全
体
の
安
全

な
活
用
は
可
能
。
沢
下
り
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
で
き
る
よ
う
関

係
団
体
と
協
議
し
た
い
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

南
延
岡
駅

市
長
の
不
適
切
発
言

【
問
】「
延
岡
市
長
俗
語
発
言
認

め
る
」
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

市
長
は
セ
ク
ハ
ラ
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
で
は
な
い
と
話
し
た

そ
う
だ
が
現
在
の
認
識
は
。

【答
】不
適
切
な
発
言
で
あ

り
、
今
後
改
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て

い
る
が
、
性
的
な
関
心
や
欲

求
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い

こ
と
、
職
員
の
人
格
も
し
く

は
尊
厳
を
害
す
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
セ
ク
ハ
ラ

等
に
は
あ
た
ら
な
い 

。

生
徒
等
の
生
理
休
暇

【
問
】生
理
に
悩
む
生
徒
の
実

態
を
市
と
し
て
把
握
し
て
い

る
か
。

【答
】き
め
細
か
に
児
童
生
徒

の
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も

に
適
切
な
対
応
に
資
す
る
た

め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
や
実

施
方
法
等
の
検
討
を
始
め
た

い
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

エ
ン
ク
ロ
ス

自
損
型
輸
入

【
問
】自
損
型
輸
入
に
よ
る
経

済
損
失
や
海
外
献
金
の
認
識

は
。

【答
】日
本
で
生
産
、
製
造
で

き
る
商
品
を
人
件
費
と
製
造

コ
ス
ト
の
低
い
国
外
に
技
術

や
設
備
、
資
金
を
提
供
し
製

造
し
て
い
る
。
そ
の
商
品
を

輸
入
し
て
日
本
で
低
価
格
で

販
売
す
る
こ
と
で
、
小
売
業

や
地
域
産
業
に
影
響
が
あ

る
。

【
問
】日
本
を
衰
退
さ
せ
て
い

る
仕
組
み
や
背
景
を
市
民
が

知
る
機
会
と
し
て
地
産
地
消

に
つ
な
が
る
勉
強
会
を
開
催

し
て
は
。

【答
】消
費
者
に
も
必
要
な
の

で
、
域
内
で
の
商
品
の
重
要

性
を
説
明
す
る
講
演
会
を
検

討
す
る
。

多
文
化
共
生
社
会

【
問
】外
国
人
相
談
窓
口
開
設

は
。

【答
】国
際
交
流
支
援
団
体
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
頂
き

な
が
ら
検
討
し
て
行
く
。

防
災
対
策（
２
）

【
問
】液
状
化
被
害
を
受
け
や

す
い
道
路
や
地
域
を
県
が
公

表
し
て
い
る
が
、
非
常
に
見

に
く
い
。
高
齢
者
や
子
ど
も

が
見
て
楽
し
め
る
も
の
に
で

き
な
い
か
。

【答
】高
齢
者
等
へ
も
考
慮

し
、
見
や
す
い
紙
面
で
の
液

状
化
マ
ッ
プ
は
必
要
と
思
う

の
で
、
今
後
作
成
を
検
討
す

る
。

空
飛
ぶ
ク
ル
マ

【
問
】市
民
へ
の
更
な
る
周
知

方
法
と
し
て
、
機
体
展
示
が

無
理
な
場
合
、
催
し
会
場
に

空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の
説
明
ブ
ー

ス
を
設
け
て
の
周
知
を
し
て

は
。

【答
】催
し
会
場
で
の
、説
明
、

ブ
ー
ス
を
設
け
て
の
ビ
デ
オ

放
映
、
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の
説

明
等
は
、
市
民
へ
の
更
な
る

周
知
に
重
要
で
あ
る
の
で
検

討
す
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

自
治
区
条
例
制
定

災
害
備
蓄
品

【
問
】熊
本
地
震
の
避
難
所
生

活
で
便
秘
に
悩
ま
さ
れ
た
話

を
聞
い
て
い
た
が
、
食
物
繊

維
や
ビ
タ
ミ
ン
C
も
含
ま
れ

て
い
る
焼
き
芋
の
缶
詰
を
災

害
備
蓄
品
に
導
入
し
て
は
ど

う
か
。

【答
】ま
ず
は
、
防
災
講
話
の

際
に
家
庭
で
の
備
蓄
品
の
ひ

と
つ
と
し
て
紹
介
し
た
い
。

自
転
車
の
交
通
安
全

【
問
】自
転
車
関
連
事
故
の
原

因
に
安
全
不
確
認
が
あ
る

が
、
自
転
車
に
ミ
ラ
ー
が
装

着
さ
れ
れ
ば
、
事
故
の
回
避

が
で
き
る
の
で
は
。
市
と
し

て
、
ミ
ラ
ー
装
着
を
推
進
し

て
は
。

【答
】ま
ず
は
国
や
県
、
警
察

等
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
。
自
転
車
の
安
全
で
適
正

な
利
用
に
つ
い
て
は
市
民
へ

周
知
・
啓
発
を
行
う
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

運
転
免
許
証
返
納

公
明
党
市
議
団

比
江
島
久
美
子 

議
員

無
所
属
市
民
の
会

甲
斐
正
幸 

議
員

友
愛
ク
ラ
ブ

吉
本
　
靖 

議
員

友
愛
ク
ラ
ブ

小
御
門
綾 

議
員

無
所
属
市
民
の
会

峯
田
克
明 

議
員

無
所
属
市
民
の
会

上
杉
泰
洋 

議
員
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市政を問う! 6月26日質問議員16名が一般質問

令
和
６
年
度
定
期
人
事
異
動

【
問
】議
長
が
不
在
な
の
に
議

長
印
を
押
し
た
書
類
を
出
す

な
ど
捏
造
に
等
し
い
と
の
発

言
が
、
市
長
よ
り
あ
っ
た
と

報
道
さ
れ
た
。
こ
れ
は
事
実

に
基
づ
か
な
い
憶
測
の
発
言

で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
も
仕

方
が
な
い
の
で
、
撤
回
し
、

謝
罪
す
る
考
え
は
な
い
か
。

【答
】議
長
が
３
月
議
会
に
出

席
し
て
い
な
い
の
に
、
こ
の
よ

う
な
文
書
が
作
成
、
提
出
さ
れ

た
こ
と
に
疑
問
が
あ
る
と
い
う

趣
旨
で
発
言
し
た
。
撤
回
や
謝

罪
は
考
え
て
い
な
い
。

災
害
避
難
所

【
問
】高
齢
者
等
に
と
っ
て
利

用
し
づ
ら
い
等
の
指
摘
を
受

け
た
。
台
風
シ
ー
ズ
ン
前
に

調
査
等
を
行
い
、
対
応
を
講

ず
る
べ
き
で
は
。

【答
】調
査
の
必
要
性
を
検
討

し
、
関
係
部
署
と
も
連
携
を

強
化
し
た
い
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
提
供

交
通
政
策（
２
）

【
問
】本
市
に
あ
る
JR
の
駅
に

は
、
交
通
系
IC
カ
ー
ド
の
利

用
で
き
る
駅
が
な
い
。
IC
カ

ー
ド
が
使
用
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
を
進
め
て
欲
し
い
と

考
え
る
が
。

【答
】JR
九
州
に
対
し
IC
カ
ー

ド
利
用
エ
リ
ア
拡
大
に
つ
い

て
何
度
も
要
請
を
行
っ
て
い

る
。
駅
の
利
便
性
向
上
等
に
向

け
強
く
要
請
を
行
っ
て
い
く
。

公
共
施
設
の
改
修（
１
）

【
問
】図
書
館
入
り
口
と
カ
ル

チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
横
の
ト
イ
レ

は
、
い
ず
れ
も
男
性
ト
イ
レ

前
を
通
り
、
女
性
ト
イ
レ
と

な
っ
て
い
る
。
性
被
害
な
ど

安
全
面
を
考
え
る
と
早
急
な

改
修
は
で
き
な
い
か
。

【答
】防
犯
警
戒
中
・
監
視
カ

メ
ラ
作
動
中
の
表
示
を
行
う

な
ど
、
改
修
で
き
な
い
な
が

ら
も
安
全
安
心
の
確
保
に
努

め
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

離
婚
後
の
共
同
親
権

情
報
発
信（
１
）

【
問
】市
民
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
使
え
る
ア
プ
リ
が
少
し

増
え
す
ぎ
で
は
な
い
か
。
ア

プ
リ
を
増
や
す
よ
り
、
既
存

の
ア
プ
リ
に
機
能
を
追
加
す

る
な
ど
の
方
法
が
良
い
と
思

う
が
、
所
見
は
。

【答
】ス
マ
ホ
教
室
の
継
続
的

な
実
施
に
よ
っ
て
、
高
齢
者

の
方
に
も
手
軽
に
各
種
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
の

べ
お
か
ポ
ー
タ
ル
」
に
ア
プ

リ
や
機
能
を
集
約
し
、
ア
プ

リ
間
の
円
滑
な
連
携
、
利
便

性
の
向
上
や
負
担
感
の
軽
減

を
図
っ
て
い
く
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

ご
み
問
題

下
鹿
川
小
学
校
跡
地

【
問
】下
鹿
川
小
学
校
跡
地
を

宿
泊
施
設
に
大
規
模
改
修
す

る
整
備
基
本
設
計
の
「
概
要

版
」
が
公
表
さ
れ
た
。
事
業

費
等
を
見
た
と
き
採
算
が
と

れ
る
か
疑
問
だ
。
十
分
な
検

討
が
必
要
で
は
。

【答
】コ
ス
ト
が
高
額
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
再
検
討
を
行
う

べ
く
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市

場
調
査
を
行
う
事
に
し
て
い
る
。

市
長
の
不
適
切
発
言（
２
）

【
問
】市
長
の
「
こ
の
文
書
に

は
×
×
×
が
な
い
。
覚
悟
が

な
い
ん
だ
よ
」
と
い
う
発
言

で
は
何
が
伝
わ
る
の
か
わ
か

ら
な
い
。
×
×
×
が
体
の
一

部
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
セ
ク
ハ
ラ
で
は
な
い
か

と
疑
問
だ
。
セ
ク
ハ
ラ
と
の

認
識
は
な
い
の
か
。

【答
】セ
ク
ハ
ラ
に
は
あ
た
ら

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

よ
っ
ち
み
ろ
屋

県
道
稲
葉
崎
平
原
線
の
交

通
渋
滞
対
策

【
問
】富
美
山
西
交
差
点
と

多
々
良
北
交
差
点
は
、
車
両

が
北
進
時
に
右
折
で
き
ず
、

後
続
車
両
が
進
め
な
い
状
況

が
発
生
し
て
い
る
。
右
折
時

の
渋
滞
対
策
は
。

【答
】地
元
区
長
会
の
意
見
も

聞
き
、現
地
調
査
を
実
施
し
、

県
や
公
安
委
員
会
、
警
察
に

対
策
の
実
施
を
要
請
す
る
。

高
齢
者
の
生
活
支
援（
１
）

【
問
】県
内
で
は
、
４
市
３
町

２
村
に
集
落
支
援
員
が
い

る
。
本
市
も
、
高
齢
者
の
買

い
物
支
援
や
住
民
の
見
守
り

活
動
が
必
要
で
あ
り
、
地
域

課
題
の
解
決
の
た
め
、
支
援

員
の
設
置
を
行
っ
て
は
。

【答
】各
地
域
の
実
情
や
地
域

課
題
の
内
容
、
人
材
の
有
無

等
に
応
じ
て
、
集
落
支
援
員

の
活
用
も
随
時
検
討
し
た

い
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

福
祉
施
策

日
本
共
産
党

平
田
信
広 

議
員

立
憲
民
主
党
市
議
団

長
友
幸
子 

議
員

無
所
属
市
民
の
会

吉
田
茂
仁 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

小
野
　
挙 

議
員

公
明
党
市
議
団

小
野
正
二 

議
員

【
用
語
解
説
】

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

市
場
調
査

市
有
財
産
の
有
効
活
用
や
管

理
・
運
営
の
改
善
に
向
け
た

検
討
に
あ
た
り
、
民
間
事
業

者
か
ら
広
く
意
見
や
提
案
を

求
め
、
対
話
を
通
じ
て
提
案

の
実
現
可
能
性
や
今
後
の
方

向
性
を
検
討
・
把
握
す
る
調

査
。

デ
コ
活

「
脱
炭
素
に
つ
な
が
る
新
し

い
豊
か
な
暮
ら
し
を
創
る
国

民
運
動
」
の
愛
称
で
あ
り
、

二
酸
化
炭
素
（
CO2

）
を
減
ら

す
（
D
E
）
脱
炭
素
（
D
e

c
a
r
b
o
n
i
z
a
t
i

o
n
）
と
、
環
境
に
良
い
エ

コ
（
E
c
o
）
を
含
む
"
デ

コ
"
と
活
動
・
生
活
を
組
み

合
わ
せ
た
新
し
い
言
葉
。

A
Y
A
世
代

A
d
o
l
e
s
c
e
n
t 

a
n
d  

Y
o
u
n
g  

A
d
u
l
t
（
思
春
期
・
若

年
成
人
）
の
頭
文
字
を
と
っ

た
も
の
で
、
主
に
、
思
春
期

（
15
歳
〜
）
か
ら
30
歳
代
ま

で
の
世
代
を
指
す
。

注
１

注
１

注
２

注
３
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市政を問う! 6月27日質問議員16名が一般質問

消
防
団

【
問
】消
防
団
の
尽
力
に
対

し
、
労
わ
れ
る
機
会
が
少
な

い
の
で
は
。

【答
】昨
年
12
月
に
消
防
フ
ェ

ス
タ
in
延
岡
が
開
催
さ
れ

た
。
消
防
団
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
形
で
実
施
さ

れ
、
多
く
の
市
民
か
ら
好
評

を
い
た
だ
い
た
。
そ
う
し
た

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
本

年
４
月
に
は
県
内
第
１
号
の

「
消
防
団
地
域
貢
献
表
彰
」

を
受
賞
し
た
。

都
市
公
園

【
問
】公
衆
ト
イ
レ
の
改
修
計

画
や
実
績
に
つ
い
て
、
市
民

へ
の
公
表
が
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

【答
】本
市
と
し
て
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
公
表
し
た

い
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

延
岡
の
歴
史
教
育

小
中
学
校
の
プ
ー
ル
管
理

指
導

【
問
】水
泳
の
指
導
に
つ
い

て
、
現
場
で
は
専
門
職
が
お

ら
ず
、
授
業
者
が
児
童
生
徒

数
に
対
し
不
足
し
て
い
る
現

状
で
あ
る
。
自
前
で
大
き
な

プ
ー
ル
を
持
つ
企
業
に
水
泳

授
業
を
委
託
出
来
な
い
か
。

【答
】水
質
管
理
や
プ
ー
ル
本

体
の
維
持
管
理
費
用
な
ど
課

題
を
抱
え
て
い
る
。
他
の
自

治
体
の
取
り
組
み
を
参
考
に

し
な
が
ら
モ
デ
ル
校
に
よ
る

民
間
プ
ー
ル
の
活
用
等
を
検

討
し
た
い
。

市
長
の
不
適
切
発
言（
１
）

【
問
】演
台
を
叩
く
行
為
や
男

性
器
を
用
い
た
発
言
や
指
示

は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
該
当

し
な
い
と
い
う
認
識
か
。

【答
】不
適
切
な
発
言
だ
っ
た

が
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
は
あ

た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

辺
地
総
合
整
備
計
画

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
５
）

【
問
】市
長
の
不
適
切
発
言
に

つ
い
て
、
双
方
か
ら
話
を
聞

く
な
ど
組
織
と
し
て
の
対
応

を
な
ぜ
行
わ
な
い
の
か
。

【答
】そ
の
方
が
行
政
の
窓
口

に
申
し
出
て
い
な
い
た
め
。

物
流
の
2
0
2
4
年
問
題

【
問
】再
配
達
削
減
に
加
え
、

二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
の
観

点
か
ら
も
補
助
事
業
な
ど
に

よ
り
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置

を
推
進
す
る
考
え
は
な
い
か
。

【答
】環
境
省
が
「
デ
コ
活
ア

ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
宅
配
便

は
１
回
で
受
け
取
る
こ
と
を

推
奨
し
て
お
り
、
本
市
も
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
を
広
く

P
R
し
再
配
達
削
減
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、

宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
補
助

に
つ
い
て
は
、
研
究
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

働
き
方
改
革（
１
）

学
校
給
食（
１
）

【
問
】学
校
給
食
へ
の
有
機
農

産
物
の
活
用
は
な
か
な
か
厳

し
い
が
、
ま
ず
は
調
味
料
の

北
浦
月
の
塩
を
使
用
し
て

は
。

【答
】給
食
単
価
で
の
日
常
的

な
月
の
塩
の
使
用
は
難
し
い
。

地
域
活
動
拠
点
施
設

【
問
】公
民
館
や
集
会
所
に
集

ま
る
方
々
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。
高
机
や
折
り
た
た

み
式
椅
子
に
補
助
金
を
つ
け

て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

【答
】市
内
企
業
に
よ
り
、
社

会
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
一

館
あ
た
り
10
万
円
を
上
限
と

し
て
、
助
成
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

不
登
校
支
援（
１
）

【
問
】本
市
の
不
登
校
児
童
数

の
現
状
は
。

【答
】令
和
４
年
度
は
、
小
学

生
53
名
、中
学
生
144
名
で
あ
る
。

北
浦
地
域
の
防
災
対
策

【
問
】地
元
消
防
団
が
迅
速
に

災
害
現
場
を
特
定
で
き
る
通

知
方
法
の
確
立
は
出
来
な
い

か
。

【答
】早
い
段
階
か
ら
情
報
を

各
団
員
に
届
け
ら
れ
る
よ
う

な
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
る
。

観
光
振
興

【
問
】観
光
案
内
と
島
野
浦
学

園
の
児
童
生
徒
の
ふ
る
さ
と

を
思
う
気
持
ち
の
醸
成
の
為

に
新
た
な
島
内
案
内
図
を
制

作
し
て
は
。

【答
】関
係
機
関
等
の
意
向
が

重
要
で
あ
る
の
で
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
支
援
し
て
い
く
。

A
Y
A
世
代

【
問
】在
宅
医
療
支
援
や
助
成

事
業
等
を
立
ち
上
げ
て
は
ど

う
か
。

【答
】他
県
で
は
市
独
自
に
取

り
組
ん
で
い
る
事
例
も
あ
る

の
で
独
自
の
支
援
策
に
つ
い

て
も
研
究
し
て
い
く
。

自
民
党
き
ず
な
の
会

中
城
あ
か
ね 

議
員

意
見
書
を

  

提
出
し
ま
し
た

　

延
岡
市
議
会
で
は
、
本
市

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課

題
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法

に
基
づ
き
意
見
書
を
提
出
し

て
い
ま
す
。
６
月
定
例
議
会

で
は
、「
多
様
な
人
材
の
地

方
議
会
へ
の
参
画
促
進
を
求

め
る
意
見
書
」
を
可
決
し
、

国
に
提
出
し
ま
し
た
。
詳
細

は
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

決
議
を

  

可
決
し
ま
し
た

　

６
月
定
例
議
会
で
は
、「
ガ

ザ
地
区
に
お
け
る
人
命
保
護

と
紛
争
の
即
時
停
戦
及
び
和

平
を
求
め
る
決
議
」
と
「
延

岡
市
役
所
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問

題
に
関
す
る
第
三
者
委
員
会

の
設
置
及
び
調
査
を
求
め
る

決
議
」
を
可
決
し
ま
し
た
。

詳
細
は
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

よ
り
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

友
愛
ク
ラ
ブ

前
田
　
遼 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

稲
田
雅
之 

議
員

立
憲
民
主
党
市
議
団

宮
田
博
徳 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

柴
　
浩
信 

議
員

注
２

注
３

意 見 書

ガザ地区

ハラスメント問題
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令
和
６
年
度　
延
岡
市
議
会
の
議
会
構
成

議　　　 長 早　瀨　賢　一
副 議 長 梶　本　英　一
監 査 委 員 甲　斐　行　雄

常
　
　
任
　
　
委
　
　
員
　
　
会

総
務
政
策
委
員
会

委 員 長 柴　　　浩　信
副委員長 長　友　幸　子
委 員 山　本　珠　美
委 員 吉　田　茂　仁
委 員 小御門　　　綾
委 員 稲　田　雅　之
委 員 梶　本　英　一
委 員 北　林　幹　雄
委 員 平　田　信　広

産
業
建
設
委
員
会

委 員 長 小　野　　　挙
副委員長 比江島　久美子
委 員 宮　田　博　徳
委 員 後　藤　司　光
委 員 峯　田　克　明
委 員 吉　本　　　靖
委 員 松　田　満　男
委 員 中　城　あかね
委 員 上　杉　泰　洋

厚
生
教
育
員
会

委 員 長 甲　斐　正　幸
副委員長 甲　斐　忠　篤
委 員 中　島　誠　治
委 員 前　田　　　遼
委 員 猪之鼻　　　哲
委 員 甲　斐　行　雄
委 員 小　野　正　二
委 員 河　野　治　満

議
会
運
営
委
員
会

委 員 長 吉　本　　　靖
副委員長 稲　田　雅　之
委 員 柴　　　浩　信
委 員 甲　斐　忠　篤
委 員 長　友　幸　子
委 員 小　野　正　二
委 員 河　野　治　満

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

委 員 長 長　友　幸　子
副委員長 甲　斐　行　雄
委 員 甲　斐　忠　篤
委 員 猪之鼻　　　哲
委 員 比江島　久美子
委 員 峯　田　克　明
委 員 中　城　あかね
委 員 平　田　信　広

市
職
員
の
不
適
正
な

事
務
処
理
等
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

委 員 長 北　林　幹　雄
副委員長 甲　斐　行　雄
委 員 柴　　　浩　信
委 員 宮　田　博　徳
委 員 梶　本　英　一
委 員 平　田　信　広
委 員 小　野　正　二
委 員 上　杉　泰　洋

宮
崎
県
北
部
広
域
行
政

事
務
組
合
議
会
議
員

議 員 梶　本　英　一
議 員 稲　田　雅　之
議 員 吉　本　　　靖
議 員 長　友　幸　子
議 員 小　野　正　二
議 員 河　野　治　満

今年度調査します！ 各常任委員会の令和６年度所管事務調査テーマ

総 務
政 策

○男女共同参画に関する取り組み
○危機管理に関する取り組み

産 業
建 設

○有害鳥獣防止対策の取り組み
○企業誘致の取り組み

厚 生
教 育

○放課後児童クラブに関する取り組み
○スポーツ大会・合宿誘致に関する取り組み

各常任委員会では、今年度の調査項目を
定め、先進地調査を行うなど、重点的に
調査・研究を実施し、令和７年３月定例
議会にて調査結果を報告します。
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「
の
べ
お
か
市
議
会
だ
よ
り
」
記

念
す
べ
き
100
号
の
発
行
で
す
。
今

回
の
編
集
後
記
の
執
筆
を
機
に
、

創
刊
号
（
平
成
12
年
１
月
１
日
発

行
）
を
議
会
図
書
室
よ
り
引
っ
張

り
出
し
て
み
ま
し
た
。
な
ん
と
そ

こ
に
は
、
若
か
り
し
頃
の
平
田
信

広
議
員
の
お
姿
が
。

　

平
田
議
員
は
河
野
治
満
議
員
と

と
も
に
こ
の
度
、
全
国
市
議
会
議

長
会
か
ら
長
年
の
功
績
を
称
え
ら

れ
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

創
刊
号
に
は
、
本
会
議
の
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
中
継
も
近
く
行
う
予

定
と
の
記
載
が
あ
り
、
当
時
か
ら

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
昨

年
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の
本
会
議

の
生
放
送
を
始
め
ま
し
た
。
市
民

の
皆
様
に
伝
え
る
取
り
組
み
は
私

た
ち
も
続
け
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
継
続
は
力
な
り
。
今

後
も
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

編
集

　
後
記

5月臨時議会において、新しい議長・副議長が就任しました

　5 月の臨時議会におきまして、第 60 代議長に就任いたしました。
松田満男前議長の思いや各会派の皆様の声を真摯に受け止めながら、剛

ごう

毅
き

木
ぼく

訥
とつ

を
胸に丁寧な議会運営と小さな改革を掲げ、代表者会や議会活性化特別委員会を中
心とした議員の皆様方と対話を重ねながら、制度や議会基本条例の見直し等を進
めたいと考えています。
　私事になりますが、私の座右の銘は、「箸よく盥

かん

水
すい

を回す」です。
盥水とは盥

たらい

に張った水という意味で、その盥いっぱいに張られた水を箸で回し動
かすという言葉です。一見無理だと思われますが、箸で根気強く盥の中心を回し
続けると、中心の水が少しずつ回りだし、やがて盥全体の水が動き出すというこ
とを例えています。私は、議会の中心に立って議員の皆様とともに、この清く澄
んだ水を動かす原動力になる決意を持ち、一つの目標に向かって努力する「万

ばん

里
り

一
いっ

空
くう

」の思いで臨みたい
と思います。この１年間、責任を持って議長の任にあたりますので皆様方のご理解とご協力をお願いたし
ます。

　5 月の臨時議会におきまして、副議長に就任いたしました。職責の重さを感じ
ておりますが、議会の運営がスムーズにいくよう、議長をしっかりサポートして
まいります。
　昨年５月、新型コロナウイルス感染症が「５類」に移行しました。移行後は市
民の皆様が待ち望んだ各種イベントが開催され、日々の生活の中に明るい笑顔が
戻ってきましたことを心から嬉しく思っております。しかしながら、コロナ禍か
らの再生に向けては、まだまだ取り組むべき課題が多いと感じております。
　私自身、今以上に市民の皆様の声に耳を傾け、その声をしっかり市政に反映さ
せられるよう努力してまいりますので、今後とも、よろしくお願い申し上げます。

第 100 回全国市議会議長会において、多年にわたる地方
自治の進展に寄与した功績により、平田信広議員が 25 年
表彰、河野治満議員が 20 年表彰を受けられました。6 月
定例会開会日に、議場で表彰状の伝達並びに市長より感謝
状の贈呈が行われた後に議長、市長からそれぞれ祝辞があ
り、受賞者を代表し平田議員より、謝辞が述べられました。

議長就任あいさつ

副議長就任あいさつ

全国市議会議長会表彰

議長　早瀨  賢一

副議長　梶本  英一


